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横浜で里山
戸塚区の私有理
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日経電子版紙面ビューアーから

田園　ブローヴエンタ、手話接需要を展開

匝重ヨ雪金、ビッグニータ清田で大学三善莞

重量宣言書郵便セナ萎冬、亘宣言，二三享へ

田園圏三吉室宗に乗じ藻え古妻建設へ

田園国島根大、県内就職増へインターン倍増

田園Ⅲ沖縄ゐ鍾乳滴丙た郵便衰えト設置

ト朝刊・夕刊→碧哉雲蓮　∴言古三三三・三

神
奈
川
県
は
1
6
日
、
中
小

企
業
が
海
外
展
開
や
新
規
事

業
の
開
発
な
ど
を
す
る
際
に

必
要
な
支
援
を
す
る
専
門
機

関
「
神
奈
川
県
プ
ロ
人
材
活

用
セ
ン
タ
⊥
を
開
設
す
る
。

専
門
知
識
を
持
つ
人
材
を
紹

介
し
、
実
際
に
企
業
に
雇
用

し
て
も
ら
－
つ
こ
と
で
事
業
拡

大
に
つ
な
げ
る
。

横
浜
市
の
公
益
財
団
法
人

神
奈
川
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内
に
開
設
す
る
。
セ
ン
タ
ー

に
は
金
融
機
関
出
身
者
や
中

小
支
援
に
携
わ
っ
た
経
験
の

あ
る
人
材
を
配
置
。
地
元
の

金
融
機
関
や
商
工
会
議
所
な

ど
と
連
携
し
、
優
れ
た
技
術

を
持
つ
企
業
や
ユ
ニ
ー
ク
な

事
業
を
展
開
す
る
将
来
有
望

な
企
業
を
発
掘
す
る
。
企
業

の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
っ
た
う

え
で
、
ふ
さ
わ
し
い
専
門
知

識
を
持
っ
た
持
っ
た
人
材
を

紹
介
す
る
。

専
門
家
の
紹
介
は
民
間
の

人
材
紹
介
企
業
と
連
携
す

る
。
企
業
を
定
年
退
職
し
た

人
や
転
職
を
希
望
し
て
い
る

人
な
ど
の
紹
介
を
想
定
し
て

い
る
。
回
数
限
定
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
専
門
家
の
派
遣
と

い
っ
た
従
来
型
支
援
で
は
な

く
、
専
門
家
が
企
業
の
従
業

員
と
し
て
内
意
に
入
り
込
む

の
が
特
徴
と
い
う
。
試
験
就

業
の
際
は
国
か
ら
経
費
の
一

部
が
補
助
さ
れ
る
と
い
う
。

セ
ン
タ
ー
で
は
中
小
企
業

が
専
門
家
の
雇
用
を
希
望
し

て
い
な
い
場
合
で
も
、
事
業

拡
大
の
た
め
の
相
談
婆
受
け

付
け
る
。

ン
ス
、
二
フ
タ
タ
ー
（
三
三
三
㌧

さ
ん
に
誓
三
三
誓
書
窒
寧
）

だ
｛
）
　
三
．
言
五
段
や
甘
林
が
多

く
、
ラ
ン
詳
雲
助
の
詮
滅
危
惧

撃
つ
ク
マ
方
イ
ツ
ワ
が
咲
く
一
）

襲
察
書
法
琵
鞍
す
る
同
市
の
山

林
約
5
㌶
も
合
わ
せ
て
整
備
し

た
い
考
え
だ
。

山
林
は
ゴ
ル
フ
場
の
戸
塚
カ

っ
＜
千
三
雲
上
年
若
l
二
㌔
－
二
」
言
、
－
こ
そ

毒
ゐ
軍
書
（
㌻
～
に
三
一
三
三

西
中
さ
ん
雲
量
三
三
姜
三

に
自
身
が
垂
三
三
号
っ
ー
〇
三

大
森
南
ノ
ン
ス
三
一
三
－
‥
－
モ

奈
出
会
で
三
三
茎
三
三
三
一
し

負
う
三
三
三
三
三
一
三
一
三
、

1
4
日
三
三
人
三
一
一
三
三
｝
　
三

真
。
今
後
三
三
茎
警
乍
二
三
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請
ず
善
書
（
）
れ

一
－
三
三
こ
ろ
が
多
く
神
奈
川

一
三
－
一
三
三
宅
地
な
ど
の
問
に

三
三
三
善
る
。
云
「
回
は
尊
王

三
一
三
三
万
を
求
め
る
ケ
…
ス

一
三
三
塁
偏
の
モ
デ
㌧
嘉

一
へ
二
三
三
し
こ
　
（
田
中
三
二

三
一
三
三
三
期
待
し
て
l
l
三
－

女
性
の
経
済
的
自
立
支
援

東
京
の
財
団
、
基
金
創
設

公
益
財
団
法
人
パ
ブ
リ
ッ

ク
リ
ソ
ー
ス
財
団
（
東
京
・

中
央
）
は
女
性
の
経
済
的
自

立
を
支
援
す
る
「
あ
い
基
金
」

を
創
設
し
た
。
個
人
や
企
業

か
ら
寄
付
を
集
め
、
女
性
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
N
P

O
法
人
や
社
会
起
業
家
に
助

成
す
る
取
り
組
み
だ
。

同
基
金
は
育
児
や
介
護
、

障
害
な
ど
を
抱
え
、
経
済
的

自
立
が
難
し
い
女
性
が
働
き

続
け
ら
れ
る
場
の
支
援
を
目

的
と
す
る
。
公
募
で
助
成
案

を
募
集
し
、
外
部
有
識
者
で

構
成
す
る
審
査
委
員
会
が
支

援
先
を
決
め
る
。
手
仕
事
や

身
近
な
資
源
を
活
用
し
た
特

産
品
開
発
な
ど
が
主
な
助
成

対
象
と
な
る
見
込
み
。
2
0

1
6
年
3
月
ま
で
に
4
5
0

万
円
の
寄
付
を
集
め
る
。

1
6
年
度
は
3
0
0
万
円
を

投
じ
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
就
業
の
揚
づ
く
り
を

支
援
す
る
計
画
。
寄
付
は
税

制
優
遇
の
対
象
と
な
る
。
1
9

年
度
に
個
人
か
ら
5
0
0
万

円
、
企
業
か
ら
1
0
0
0
万

円
の
寄
付
確
保
を
目
指
す
。

食
や
手
仕
事
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
あ
い
サ

ロ
ン
」
を
月
1
回
程
度
開
き

参
加
費
用
の
一
重
喜
萎
≡

組
み
入
れ
る
奉
か
、
サ
イ
ト

な
ど
で
寄
村
を
募
る
っ

企
業
に
苅
し
て
季
三
三

商
品
Q
琵
撃
つ
‥
三
三
－
一
言

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
三
三
一
三

後
挿
三
つ
一
る
＝
三
二
「
一

÷
／
イ
ジ
ン
グ
協
会
（
≡
－
一

・
三
）
の
「
寄
付
白
書
…
－

－
三
二
に
よ
る
と
、
早
生
一

三
三
寄
付
し
た
人
（
三
三

－
一
三
三
が
男
性
を
上
冨
三

三
　
王
威
代
は
半
数
以
三
一

三
二
て
い
る
。
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